
データ同化は，現象の数理モデルのシミュレーショ
ン結果に本質的に含まれる予測誤差を観測データに
よって補正することで，予測力を向上させる手法です．
本SGではデータ同化の基礎と応用について講義と実
習およびその後チュートリアルや勉強会参加を軸と
した年間の活動を行います．

登録「専攻横断型講義「データ同化Ａ」または
「データ同化Ｂ」への出席を持って本SG登録可能者
としますが，登録手続きは行なってください． 

講義　データ同化A（前期）火曜3限目 
　　データ同化B（後期）火曜3限目  

理研・京大データ同化研究会　 
7月末　理化学研究所計算科学研究機構＠神戸  
3月末　京都大学大学院理学研究科＠京都 

メリット 単位を認定（前期2単位・後期２単位）  
　　　　 理研・京大データ同化研究会への派遣 
　　　　 理研AICSの研究活動を知る．

【講義型SG】データ同化の数理と応用： 
理論モデルとデータをつなぐデータサイエンス

担当教員：　坂上貴之（数学・数理解析専攻）　余田成男（地球惑星科学専攻）　三好建正（理化学研究所）

実施概要


